
附 属 明 細 書
１．固定資産の取得及び処分並びに減価償却費の明細

(単位：円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減 価 償 却 累 計 額

差引当期末残高 摘 要
当期償却額

有 形 固 定 資 産
（償却費損益内）

建 物 24¶530¶345 747¶600 ` 25¶277¶945 8¶976¶710 1¶163¶942 16¶301¶235

車 両 運 搬 具 3¶655¶822 ` ` 3¶655¶822 2¶980¶082 538¶215 675¶740

器 具 及 び 備 品 11¶059¶848 ` ` 11¶059¶848 7¶202¶611 1¶944¶629 3¶857¶237

計 39¶246¶015 747¶600 ` 39¶993¶615 19¶159¶403 3¶646¶786 20¶834¶212

非 償 却 資 産 土 地 65¶900¶000 ` ` 65¶900¶000 ` ` 65¶900¶000

有形固定資産合計 建 物 24¶530¶345 747¶600 ` 25¶277¶945 8¶976¶710 1¶163¶942 16¶301¶235

車 両 運 搬 具 3¶655¶822 ` ` 3¶655¶822 2¶980¶082 538¶215 675¶740

器 具 及 び 備 品 11¶059¶848 ` ` 11¶059¶848 7¶202¶611 1¶944¶629 3¶857¶237

土 地 65¶900¶000 ` ` 65¶900¶000 ` ` 65¶900¶000

計 105¶146¶015 747¶600 ` 105¶893¶615 19¶159¶403 3¶646¶786 86¶734¶212

無 形 固 定 資 産 電 話 加 入 権 126¶000 ` ` 126¶000 ` ` 126¶000

計 126¶000 ` ` 126¶000 ` ` 126¶000

平成24事業年度 承継債権回収実績

年 月 債 権 種 別 回収計画 回収実績 計画との比
較（�印減） 回収累計額

円 円 円 円

前年度未回収額累計 ` ` ` 388¶641¶782

平 成 24 年 ４ 月 復興金融基金貸付金 0 0 0 388¶641¶782

５ 月 〃 0 0 0 388¶641¶782

６ 月 〃 0 0 0 388¶641¶782

７ 月 〃 0 0 0 388¶641¶782

８ 月 〃 0 0 0 388¶641¶782

９ 月 〃 0 0 0 388¶641¶782

10 月 〃 0 0 0 388¶641¶782

11 月 〃 0 0 0 388¶641¶782

12 月 〃 0 0 0 388¶641¶782

平 成 25 年 １ 月 〃 0 0 0 388¶641¶782

２ 月 〃 0 0 0 388¶641¶782

３ 月 〃 35¶000 0 � 35¶000 388¶641¶782

計 35¶000 0 � 35¶000

~ 平成24事業年度末の未回収額は、9¶490¶805円である。
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~ 求償権
破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・フロー
の現在価値又は担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、
時価は決算日における貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額に近似しており、
当該価額をもって時価としております。

� 長期借入金
長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される
利率で割り引いて算定する方法によっております。

� 債務保証契約
保証債務は、保証期間にわたって収受することが期待されるキャッシュインフローの期待値
と保証の履行によるキャッシュアウトフローの期待値を考慮して算定した将来キャッシュフ
ローの割引現在価値を時価としております。

４．賃貸等不動産の時価等関係
該当する事項はありません。

５．資産除去債務
該当する事項はありません。

重要な債務負担行為
該当する事項はありません。

重要な後発事象
該当する事項はありません。
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